
 

 

  
 

 

 

～ 努力は自分を裏切らない ～ 

                           副校長 鈴木 伸之 

 

 先日の学校公開では、多くの方々にご参観いただきまして誠にありがとうございました。辰巳小の日頃

行われている授業の様子の他に、薬物乱用防止教室やふれあい環境教室等の出前授業において専門的な話を

聞く機会を設け、こどもたちがよりよい生活を目指した学習を行いました。引き続きこどもたちの成長につ

ながるよう教職員が一丸となって取り組んで参ります。 

さて、先日東京で行われていました、「世界陸上」をご家庭でご覧になった方も多くいるのではないでし

ょうか。もしかすると、国立競技場で観戦された方もいるかもしれません。久しぶりに日本で開催された世

界陸上でしたので、大いに盛り上がった感じがします。 

私も、家で観戦していましたが、あることに気が付きました。それは、選手たちの自信あふれた表情で

す。例えば、短距離走等で名前をコールされた時、ポーズを決める人もいれば、勝負への気迫を感じさせる

人もいたり、試合に集中してだれも寄せつけない人もいれば、笑顔で答える人もいたりと、緊張して強ばっ

ている人がいないように見えました。（私なら緊張しすぎて吐きそうになると思います。） 

どうして、このような精神状態で試合に臨めるのか。それは、男子１１０m ハードルで５位に入賞した

村竹ラシッドさんの言葉にあるかと思いました。決勝のレース後に彼は、「パリ五輪が終わってからの1 年

間、本気でメダルを取ろうと必死に練習してきたので、何が足りなかったんだろう、と思います。たくさん

の人に見守ってもらえて、一人のアスリートとして本当に幸せです。だからこそメダルを取って、みんなと

一緒に喜びたかったです。」と話していました。この言葉の中に自信につながる答えがあると思いました。

１つ目は、『パリ五輪が終わってからの1 年間、本気でメダルを取ろうと必死に練習してきたので』です。

パリ五輪後、その悔しさを胸に、本気で、必死に陸上競技に向き合ってきたのだと思います。人が楽しいこ

とやゆっくりしている時も、ハードル走に全てをかけた日々を送ってきたのだと想像できます。２つ目は、

『だからこそメダルを取って、みんなと一緒に喜びたかったです。』の言葉にある人との関わりの大切さで

す。練習や栄養管理など、この大会に向けて村竹選手に関わってきた人はたくさんいます。そんなチーム村

竹のメンバーと喜びを共にしたかったという、決して自分のためだけに競技をしていないという点が彼の強

さと自信を引き出していると感じました。 

自分の目標にひたむきに努力した時、その先には絶対に今後の自分のためになるものだとこの世界陸上

を通して感じました。たとえメダルを獲れなかったとしても、出場した全ての選手からスポーツの素晴らし

さ、目標に向けて努力することの大切さ、必死に取り組むことの勇気など多くの感動を与えてくれたことが

素晴らしいことであると思います。 

学校でも、努力したことが成果として感じられるよう、これからもこどもたちを見守っていきます。 
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